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について 

資料⑥ 



阪堺線（堺市内区間）の今後の支援の方向性について（第１０回懇話会資料より） 

支援策による利用者増加や阪堺電軌の自助

努力により、収支改善は図られているが、 

阪堺線（堺市内区間）の早期の自立・再生

を図る必要がある。 

併用軌道区間の軌道改修が概ね完了し、 

安全性の確保が図られているが、安全性

を継続的に向上していく必要がある 

今後は専用軌道を中心に老朽化対策を継続し、 

阪堺線（堺市内区間）の更なる安全性向上をめざす。 

阪堺電軌の更なる自助努力を促しながら、阪堺線

（堺市内区間）の早期の自立・再生をめざす。 

支援策の効果で、阪堺線沿線の沿線活性化

に一定寄与しているが、支援効果を沿線だ

けでなく、市全体に波及させる必要がある。 

関連施策との連携や協働を推進し、市全体

への効果の波及をめざす。 

「更なる安全性の向上」 

「阪堺線（堺市内区間）の早期の自立再生」 

「市全体への効果の波及」 
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・中間検証の結果と市民意見や学識経験者からの指摘事項などを踏まえ、基本的に今までの支援策の方向性を踏襲しつつ、より

一層の支援の目的の達成に向け、「更なる安全性の向上」「阪堺線堺市内区間の早期の自立再生」「市全体への効果の波及」

の3つの観点で進める。 
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・より高い利用者増加の目標に向けて、阪堺電軌の自助努力を促す観点から、利用者拡大に対する補助を重点配分する。 

 併せて、目標が達成されない場合は、補助の減額も条件とする。 

阪堺線（堺市内区間）の早期の自立再生 

目標が達成されない場合は減額 

年間２億円の上限は変わらず、利用者拡大策への支援額の目標額を高く設定することで、 

更なる利用者増加により運賃収入（補助金除く）を増加させ、阪堺線（堺市内区間）の早期の自立再生をめざす。 

※利用者拡大策：ゾーンチケット、高齢者利用割引、堺市内・大阪市内区間の均一運賃化への支援 

■運行継続に必要な経常的経費と利用者拡大策への支援の今後の考え方 

平成23年度 80,000千円 120,000千円 

【運行継続に必要な経費の支援】 【利用者拡大策への支援】 

80,000千円 120,000千円 

100,000千円 100,000千円 

130,000千円 70,000千円 

130,000千円 70,000千円 

140,000千円 60,000千円 

平成24年度 

平成25年度 

平成26年度 

平成27年度 

平成28年度 



・堺まち旅ループなど他の交通機関との連携を進め、大仙公園から旧市街地に至る観光エリアでの回遊行動を誘発していく。 

他の交通機関との連携強化 
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 ○阪堺線と堺まち旅ループなど他の交通機関との連携を強化 

 ○おもてなしチケットの販売強化などにより、回遊行動を加速 

 ○関連情報などの発信強化により、誘客を促進 
 平成26年度実績 

  旧おもてなしチケットと堺都心1日フリーの合計枚数 

    ・旧おもてなし：4,799枚 

  ・堺都心1日フリー：2,500枚 

<参考> 

 平成27年度実績 

  12,972枚（大人：11,950枚、小児：1,022枚） 



・宿院停留場と御陵前停留場に堺まち旅ループなど路線バスの乗換案内を設置。 

他の交通機関との連携強化 
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＜御陵前＞ 

＜宿院＞ 
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堺トラムでの堺市のプロモーション 

・堺トラム車内の広告スペースを活用し、沿線の観光情報等を発信することで、利用促進にもつなげている。 

広告スペースの観光ポスター 

映画「セトウツミ」パネル展 

掲示物 掲示車両 

観光施設（さかい利晶の杜等） 紫おん、青らん 

堺の伝統産業（包丁、線香等） 紫おん 

堺市博物館、みはら歴史博物館 青らん 

堺ブレイザーズ、セレッソ大阪 紫おん、青らん 

堺まち旅ループ 紫おん、青らん 

与謝野晶子 紫おん 

百舌鳥・古市古墳群 青らん 

スマートハウス化支援、クールシェア 紫おん、青らん 

阪堺線の絵画 紫おん、青らん 

寄附法人広告 青らん 

※茶ちゃは、平成28年6月24日（金）～平成28年7月31日（日）まで 
 映画「セトウツミ」の劇中シーンや撮影風景等を紹介したパネル 
 展を実施しているため、観光情報等の掲示は行っていない。 



6 

・7月2日（土）から公開された映画「セトウツミ」の堺ロケ地めぐりキャンペーンを実施。 

映画「セトウツミ」ロケ地めぐり 



公共交通活性化促進基金 

・公共交通活性化促進基金は、他の堺市ふるさと応援寄附金に比べて、多くの方から寄付をいただいている。 

・平成27年度の公共交通活性化促進基金については、宿院停留場の大規模改修等に活用している。 
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基金名 件数 個人寄付金額 

公共交通活性化促進基金 101件 2,926,000円 

環境都市推進基金 14件 455,000円 

市民活動支援基金 10件 370,000円 

子ども教育ゆめ基金 101件 2,632,000円 

都市緑化基金 13件 360,000円 

世界文化遺産登録推進基金 68件 1,756,000円 

国際平和人権基金 6件 90,000円 

地域福祉推進基金 21件 605,000円 

区民まちづくり基金 7件 150,000円 

文化振興基金 25件 825,000円 

緑の保全基金 18件 345,000円  

自転車環境共生まちづくり基金 14件 612,000円 

奨学基金 60件 1,263,000円 

火災予防広報活動指定寄附金 31件 465,000円 

堺市民健康生きがいづくり基金 6件 75,000円 

産業活性化基金 1件 50,000円 

堺市立総合医療センター指定寄附金 5件 2,100,000円 

堺・応援団コース 58件 2,567,805円 

合計 559件 17,646,805円 

■ 平成27年度 実績額 

【宿院停留場への寄附者銘板の掲示】 
 
・公共交通活性化促進基金において、平成27年度 
 中に3万円以上寄附をいただいた方の氏名を掲示。 
 （希望者のみ） 
 
・合計81名の氏名を掲示。 

宿院停留場寄附者銘板 


